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百万円未満切捨て

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 26,511 22.5 1,800 339.5 1,937 402.8 1,187 －

2021年３月期第２四半期 21,642 △8.8 409 △20.2 385 △17.7 23 △90.0

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 1,670百万円（94.3％） 2021年３月期第２四半期 859百万円（394.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 62.35 －

2021年３月期第２四半期 1.21 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 54,189 27,113 48.7

2021年３月期 50,822 25,659 49.0

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 26,391百万円 2021年３月期 24,919百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 11.00 － 11.00 22.00

2022年３月期 － 11.00

2022年３月期（予想） － 18.00 29.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 52,590 17.4 3,390 135.0 3,480 130.1 2,340 170.5 120.41

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有
　　　2022年３月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当　12円00銭　特別配当　６円00銭

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 19,432,984株 2021年３月期 19,432,984株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 395,013株 2021年３月期 394,865株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 19,038,052株 2021年３月期２Ｑ 19,246,895株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意

事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期における世界経済は、国・地域ごとの新型コロナウイルスの感染状況や経済対策の違いを反映し
て、状況は多様なものとなっております。米国においては、ワクチン接種の普及が進んだことに加え、政府による
大規模な財政出動により、高水準な回復となり、欧州においては、ワクチンの普及とともに経済活動が回復傾向に
転じました。中国においては、石炭価格の高騰等を背景とした電力不足による製造業の停滞や、不動産市場におけ
る政府の投資抑制策により回復ペースが鈍化しているものの、デジタル関連需要の増加を背景とした好調な輸出を
主体として景気回復を維持しております。新興国においては、変異株による感染拡大から、経済活動の停滞が長期
化しております。また、いずれの国・地域においても電子部品・原材料の不足や価格上昇が経済活動の回復に対す
る懸念材料となっております。

わが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による経済活動への影響が長期化するなかで、Ｋ字回復と
呼ばれるように企業業態により二極化が鮮明となりました。サービス業や一部の運輸業は不振が続き、一方では、
情報・通信業や半導体関連などの製造業で需要が増加いたしました。

当第２四半期の業績につきましては、米国子会社においては、エネルギー需要等の回復を受けて、主力のプロセ
ス関連製品及び産業機械関連製品を中心に、売上が増加いたしました。国内においても、前年同期においては低迷
していた設備投資需要が回復し、なかでも回復が著しい半導体業界向及び建設機械業界向の売上が増加いたしまし
た。これにより、売上高は265億11百万円（前年同期比22.5％増）となりました。損益面につきましては、売上高
の増加に伴い、営業利益は18億円（前年同期比339.5％増）、経常利益は19億37百万円（前年同期比402.8％増）、
親会社株主に帰属する四半期純利益は11億87百万円（前年同期は23百万円）となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

圧力計事業

　圧力計事業では、米国子会社においては、エネルギー需要の回復影響により、プロセス業界向、産業機械業界向
の売上が増加いたしました。国内においては、半導体業界向、空圧機器業界向、空調・管材業界向の売上が増加い
たしました。
　この結果、圧力計事業の売上高は124億74百万円（前年同期比13.3％増）となりました。

圧力センサ事業

　圧力センサ事業では、米国子会社においては、圧力計事業と同様に、プロセス業界向、産業機械業界向の売上が
増加いたしました。国内においては、自動車搭載用圧力センサは受注減少により売上が減少いたしましたが、半導
体業界向、建設機械業界向の売上が特に大きく増加し、産業機械業界向、プロセス業界向、空調・管材業界向の売
上もまた増加いたしました。

　この結果、圧力センサ事業の売上高は88億48百万円（前年同期比42.5％増）となりました。

計測制御機器事業

　計測制御機器事業では、工場生産自動化設備用の空気圧機器及び自動車・電子部品関連業界向のエアリークテス
ターの売上が増加いたしました。

　この結果、計測制御機器事業の売上高は23億23百万円（前年同期比9.2％増）となりました。

ダイカスト事業
　ダイカスト事業では、自動車業界を主要取引先としているダイカスト製品の売上が増加いたしました。
　この結果、ダイカスト事業の売上高は19億36百万円（前年同期比25.7％増）となりました。

その他事業

　その他事業では、自動車用電装品の売上が増加いたしました。
　この結果、その他事業の売上高は９億28百万円（前年同期比23.3％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は541億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ33億66百万円増加いた

しました。主な要因は、売上高増加により受取手形、売掛金及び契約資産と電子記録債権が増加したことによりま

す。

　負債は270億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億11百万円増加いたしました。主な要因は、支払手形

及び買掛金が９億64百万円、短期借入金が４億33百万円、未払法人税等が３億82百万円増加したことによります。

　また、純資産は271億13百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億54百万円増加いたしました。主な要因は、

利益増加により利益剰余金が９億75百万円、為替換算調整勘定が４億28百万円増加したことによります。この結

果、自己資本比率は48.7％となりました。

　キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、68億93百万円となり、前連

結会計年度末に比べ１億45百万円の減少となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は10億86百万円（前年同四半期は９億42百万円の収入）となりました。

　資金増加の要因は、税金等調整前四半期純利益19億34百万円及び仕入債務の増加額８億90百万円により資金が増

加したことによるものであり、資金減少の要因として売上債権の増加額18億61百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は10億46百万円（前年同四半期は８億88百万円の支出）となりました。

　これは主に、資金減少の要因として生産設備等の有形固定資産の取得による支出10億51百万円があったことによ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は３億37百万円（前年同四半期は４億54百万円の収入）となりました。

　これは主に、資金増加の要因として短期借入金の純増加額３億18百万円により資金が増加したことによるもので

あり、資金減少の要因として長期借入金の返済による支出（純額）４億48百万円、配当金の支払額２億10百万円が

あったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年９月24日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」から変

更はありません。

　また、業績予想を上方修正したこと及び2021年11月12日時点の利益水準及び財務状況を検討した結果、期末配当

予想を修正いたします。

　詳細につきましては、本日（2021年11月12日）公表いたしました「期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,065,868 7,902,125

受取手形及び売掛金 8,985,607 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 9,987,503

電子記録債権 1,586,483 2,592,978

棚卸資産 10,122,725 10,734,193

その他 877,281 1,142,398

貸倒引当金 △165,656 △179,088

流動資産合計 29,472,311 32,180,110

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,087,400 11,219,938

減価償却累計額 △8,950,847 △9,072,187

建物及び構築物（純額） 2,136,553 2,147,750

機械装置及び運搬具 19,138,337 20,166,026

減価償却累計額 △16,424,819 △17,049,936

機械装置及び運搬具（純額） 2,713,517 3,116,089

土地 4,320,332 4,403,931

リース資産 1,101,589 1,140,640

減価償却累計額 △721,043 △783,872

リース資産（純額） 380,545 356,767

建設仮勘定 1,030,442 1,172,249

その他 4,420,952 4,489,790

減価償却累計額 △4,124,126 △4,171,934

その他（純額） 296,825 317,856

有形固定資産合計 10,878,217 11,514,646

無形固定資産

のれん 116,193 93,586

リース資産 32,623 27,519

その他 886,495 854,148

無形固定資産合計 1,035,312 975,254

投資その他の資産

投資有価証券 8,319,047 8,546,943

退職給付に係る資産 50,818 51,807

繰延税金資産 248,424 249,704

その他 1,099,357 956,928

貸倒引当金 △280,613 △286,258

投資その他の資産合計 9,437,034 9,519,124

固定資産合計 21,350,564 22,009,024

資産合計 50,822,875 54,189,135

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,528,070 4,493,056

短期借入金 6,454,799 6,888,625

１年内返済予定の長期借入金 1,253,070 1,236,356

リース債務 171,959 163,460

未払法人税等 540,053 922,384

賞与引当金 893,776 872,197

その他 2,550,151 2,819,414

流動負債合計 15,391,881 17,395,495

固定負債

社債 － 80,000

長期借入金 4,867,232 4,568,439

リース債務 297,536 272,885

繰延税金負債 1,250,686 1,235,637

役員退職慰労引当金 109,163 96,014

退職給付に係る負債 3,031,323 3,120,400

株式給付引当金 28,545 37,833

資産除去債務 32,949 32,949

その他 154,058 235,640

固定負債合計 9,771,494 9,679,800

負債合計 25,163,376 27,075,296

純資産の部

株主資本

資本金 4,380,126 4,380,126

資本剰余金 4,451,407 4,451,407

利益剰余金 14,816,642 15,792,483

自己株式 △327,169 △327,336

株主資本合計 23,321,007 24,296,681

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,023,904 4,135,600

為替換算調整勘定 △1,559,097 △1,130,889

退職給付に係る調整累計額 △866,443 △910,209

その他の包括利益累計額合計 1,598,363 2,094,500

非支配株主持分 740,128 722,656

純資産合計 25,659,499 27,113,839

負債純資産合計 50,822,875 54,189,135
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 21,642,935 26,511,228

売上原価 15,515,633 18,868,335

売上総利益 6,127,302 7,642,893

販売費及び一般管理費 5,717,688 5,842,603

営業利益 409,613 1,800,289

営業外収益

受取利息 5,722 9,894

受取配当金 74,717 79,552

持分法による投資利益 22,748 64,174

雇用調整助成金 49,262 16,209

その他 95,891 120,801

営業外収益合計 248,343 290,633

営業外費用

支払利息 101,336 83,854

為替差損 117,694 16,340

その他 53,587 53,167

営業外費用合計 272,619 153,361

経常利益 385,337 1,937,561

特別利益

固定資産売却益 60 454

特別利益合計 60 454

特別損失

固定資産売却損 1,684 －

固定資産除却損 2,680 3,558

特別損失合計 4,365 3,558

税金等調整前四半期純利益 381,033 1,934,456

法人税、住民税及び事業税 250,882 770,153

法人税等調整額 89,464 △9,753

法人税等合計 340,346 760,400

四半期純利益 40,686 1,174,056

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
17,435 △13,035

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,251 1,187,092

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 40,686 1,174,056

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,317,483 111,655

為替換算調整勘定 △512,387 403,951

退職給付に係る調整額 36,813 △43,766

持分法適用会社に対する持分相当額 △22,826 24,639

その他の包括利益合計 819,082 496,480

四半期包括利益 859,769 1,670,537

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 842,198 1,683,229

非支配株主に係る四半期包括利益 17,570 △12,691

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 7 -

長野計器㈱（7715） 2022年３月期第２四半期決算短信



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 381,033 1,934,456

減価償却費 632,146 728,487

貸倒引当金の増減額（△は減少） 74,057 11,288

賞与引当金の増減額（△は減少） △65,677 △31,333

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,745 42,672

受取利息及び受取配当金 △80,440 △89,447

支払利息 101,336 83,854

手形売却損 27,287 21,355

持分法による投資損益（△は益） △22,748 △64,174

売上債権の増減額（△は増加） 812,215 △1,861,462

棚卸資産の増減額（△は増加） △134,353 △345,268

仕入債務の増減額（△は減少） △460,934 890,222

未払消費税等の増減額（△は減少） △154,074 1,119

その他 103,964 91,698

小計 1,211,068 1,413,468

利息及び配当金の受取額 94,240 121,595

利息及び手形売却に伴う支払額 △126,830 △105,673

雇用調整助成金の受取額 － 14,933

保険金の受取額 － 44,220

法人税等の支払額 △235,746 △401,654

営業活動によるキャッシュ・フロー 942,732 1,086,889

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △511,545 △475,990

定期預金の払戻による収入 535,267 494,465

有形固定資産の取得による支出 △716,691 △1,051,454

有形固定資産の売却による収入 1,750 965

投資有価証券の取得による支出 △5,271 △5,442

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△132,024 －

長期貸付金の回収による収入 3,880 －

その他 △63,515 △9,270

投資活動によるキャッシュ・フロー △888,151 △1,046,727

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 919,576 318,742

長期借入れによる収入 560,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △718,737 △648,235

自己株式の取得による支出 △114 △167

配当金の支払額 △214,114 △210,677

非支配株主への配当金の支払額 △5,183 △7,619

その他 △86,756 10,028

財務活動によるキャッシュ・フロー 454,669 △337,927

現金及び現金同等物に係る換算差額 △168,153 152,497

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 341,096 △145,268

現金及び現金同等物の期首残高 5,811,794 7,038,612

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,152,891 6,893,344
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金の当期首残高に

与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準

第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契

約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3
圧力計

圧力

センサ

計測制御

機器

ダイ

カスト
計

売上高

(1）外部顧客に対

する売上高
11,014,273 6,208,061 2,127,892 1,540,035 20,890,262 752,673 21,642,935 － 21,642,935

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

747 12,889 3,200 － 16,837 102 16,939 △16,939 －

計 11,015,020 6,220,951 2,131,092 1,540,035 20,907,100 752,775 21,659,875 △16,939 21,642,935

セグメント利益

又は損失（△）
78,466 194,664 129,300 △25,581 376,850 31,364 408,215 1,398 409,613

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3
圧力計

圧力

センサ

計測制御

機器

ダイ

カスト
計

売上高

(1）外部顧客に対

する売上高
12,474,746 8,848,366 2,323,829 1,936,165 25,583,107 928,120 26,511,228 － 26,511,228

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

1,603 15,860 1,477 － 18,941 179 19,120 △19,120 －

計 12,476,349 8,864,226 2,325,307 1,936,165 25,602,049 928,299 26,530,348 △19,120 26,511,228

セグメント利益

又は損失（△）
568,882 991,650 196,694 △40,444 1,716,783 78,698 1,795,481 4,808 1,800,289

（セグメント情報等）

（セグメント情報）
Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び自動車用電装
品事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額1,398千円は、セグメント間取引消去の金額となります。
３. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年９月30日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び自動車用電装
品事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額4,808千円は、セグメント間取引消去の金額となります。
３. セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　該当事項はありません。

- 11 -

長野計器㈱（7715） 2022年３月期第２四半期決算短信


	21774013_20211112121745.pdf
	21774013_20211112121555.pdf



